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�PBXシリーズ
PBXシリーズは、�	
��の��です。

・Excelシート�に�	したデータを��ながら、リアルタイムにPBX��を�

�コントロールし、!"に#$も&います。
Excelシート�のデータを��ながら��,-を�.または,�1として��コントロ

ールします。 45$6での89":は;<に5$できます。

また!"に、�.・�1リードバック6の��や、マルチメータによる#$もJKです。

その��6をM$し、N	をOQできます。 R )�.と�1をTUしてコントロールす

ることはできません。 Z[に5$した�.または�1のどれか_`のコントロールだ

けです。


���を��する
��
または,
��を !にExce
lシートに$%しておきます。
$%*+は、キーボートから
1$%するか、23の4のア
ドインソフトを;<してオシロス
コープCから$%してください。

IJのExcelカーソルM�をNOにして、Qに
RかってTUデータの��をYZします。
セルが]^になるとabします。
dfしghが1gjkのmnは、koをdりf
します。
「PAUSE」をNにvしてから、「START」をvすと、
ステップモードになり、「START」を1gvす}に、
��データをUに~めます。「PAUSE」を��
すると、��モードになります。

�%のdりfしghを$%します。�ての
データの�%がabしたら、スタートM�
に�り、��dりfし�%を�います。
dfしの��は250gです。

Excelシート�のデータによりダイレクトに
hiする"この「ExcelN	」タブをnoし
ます。

Excelシートkのデータにより��する��を�
�します。 
��%/
��%から��します。

Excelシートkのデータの�Mを��します。

�%�、
���の��と��に��を�
います。��したい��にチェックを¡けます。
「£¤��¥」は、GP-IBkに©�されたマル
チメータCの4の���のデータのり®み
を�います。
「��°±�²」は、
��%を³�´、�
�をYZするまでの°±�²を$%します。
もし、「�%�²²¶」より·い°±�²が$%
されたmnは、°±�²が¸Nされます。
また、「
�」と「
�」のどちらかの��にチ
ェックがあるmn、¼�½に0.5¿jkの°±
�²に³�されます。

ExcelシートkのカーソルのM�をÀÁします。

Excelデータ リアルタイム N	による ��

#$`pの5$

Â³��の�%ÃÄ�²を$%します。
「�²�も®」にチェックを¡けると、この$%
はÆÇされます。$%�の��は3600¿です。
この^に「0」の$%もÊËですが、ÌÍの�Î
の�%�²²¶は、Ï10g/¿Ð�です。
また、
�または
�の��をチェックしたm
n、Ï２g/¿Ð�になります。

��ÒËをÓ<すると、
�または,
��%に�
Ôして、��
�・��
�または、£¤マルチメ
ータの���がExcelシートに®まれます。
これらのデータは、キーボードから$%したデータと
�じように、ExcelのÒËをØ<して、ÙÚ・ÛÜ・Ý
ÞCをßàに�うことができます。
á)ãソフトにßÁÙÚÒËはありません。

�%��をæ�çèします。


�または
��と��に、その�%ÃÄ�
²もExcelシートからり®むmnにチェックし
ます。
�%ÃÄ�²は、
�/
��の1つìのí
に$%します。 (Uページñò)
�²の�は�てのセルに$%する ó はあり
ません。]^のmnは、�´に$%された�
²�が;<されます。

ãプログラムはExcelkのアドインとし
てÁÙします。Excelkからãアドイン
を÷Áすると、Excelシートkに、このウ
インドウがIわれます。
「START」ボタンでExcelシートkのデー
タを
�,úは
�として��½に�%
します。

�%YZとともに、ûüýþモードになり、
Excelシートkのデータがÿやすくなります。

çè��を$%することにより、
��¤
で��したI�を	
し�%をçèする
ことができます。(Uページñò)

;<できるÒ�

W32-PBX
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・Excelシート�のデータをシーケンス

・データとしてP X��のメモリにt�みます。B

Excelシート�のデータを、P X��のノーマル/B

ファースト・シーケンス{のメモリ|}にtり�む

ことがJKです。 また、そのtり�んだデータを

�にシーケンスN	することができます。

�えば、���#�{ Excelアドインシリーズで

オシロスコープのデータをExcelにtり�み、その

データを�ソフトで��,-にシーケンスデータと

してtり�むことにより、����などの�.��

を��することができます。

�ての���%を�bしたとき、
��%を
OFFにします。

TRTFの³�を��します。

�がON�でのTRTFの³�はできませ
んので、
�ONの�から「START」する
�は、「I��Ä」を��してください。


���のGP-IBアドレスを³�します。

$%された��を�てÃ�します。

��ファイルをYきます。

�%ONからの���²をExcelにýþします。
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�のプロテクションÒËを³�します。
(Uページñò)

W32-PBX-R

W32-PBX-N

�� GP-IBボード �� �� ¡

75,000�
WinVista/7/8.1/10
(32,64bit)
Excel2007/10/13
(32bit Only)NI�

ラトックシステム¶



��� !"を$%することができます。

�のプロテクションを$%できます。

��:;<に、Excelシートに�@または�DFをG�しておきます。

このM�にカーソルを�いて、「START」をクリックします。
このmn、「
��%」に³�されていれば、「0」「1」「2」...と、
��をリアルタイムに�%します。

「�²�も®」にチェックを¡けたmn、この �にÃÄ�²(¿)を$%します。
Â³�� ごとに�なった�²を$%できます。]^のmn、!の$%�²�が;<されます。
このmn、Â³��ごとにÃÄ�²は「0.5」「0.8」「1」「1」「1」「1.2」「1.2」「1.4」「1.4」¿...となります。

リード バックによるそれぞれの���に�して�%çè��を³�できます。

それぞれの����にk��/Q��の�� !を$%し、その !を£れたmn、

その�"で�%をßÁ½にabします。]^のmnは、その�の#�はÆÇします。

これらのab#�は、リアルタイムに$%するわけではありません。$%された�%�²

²¶ごとの���に�して、#�が�われます。

また、 #�をするÂ��は、 ず その����をONに³�しておく ó があります。

£¤��¥のmn、'ÞがONのmn、'Þ´の�に�し#�が�われます。

「ExcelデータによるリアルタイムST��」のVYZ[


��¤で��した「OVPÁÙ」、「OHPÁÙ」、「LimitÁÙ」、「Delayed LimitÁÙ」を	

して�%ÁÙをçèします。 これらのÁÙの ��	
はリアルタイムには�われません。

�/
�の�%�を)*した�にだけ、��を	
します。

２４/

]^_%` マルチメータf の$%gh( )

·¸#$�とはGP-IBでパソコンとº»されている½¾があります。(ÀÁ)
·¸#$�からÂられてくるデータのフォーマットは、ASCIIであり、ÈÉのデータのÊË(Max10Í)、データ:はコンマでÎÏられている½¾が
あります。
R)Ðての#$�とのÑÒを8Óするものではありません。

もし、£¤��¥からデータを+ける�、クエリーコマンドを !に-.する ó がある�、ここに-.する
クエリコマンドを$%します。ほとんどのmn、]^でOKです。
もし、マルチメータがSCPIコマンド01のものでしたら、Qoのコマンドのどれかが;<されます。
:READ?       :FETCH?     :MEAS?

£¤��¥のデータ+.�にトリガが ó な�、チェックをつけます。

£¤��¥のGP-IBアドレスを³�します。

�り�んだデータに、���を�った�、Excelへ��します。
Excelへの��� = ( ��!データ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへ��する+,をここに��します。
/0の12、「45��!」が��されます。

#$ÔÕÖに、#$�にÂÒするコマンドがあるÊËは、ここに�	します。 ファンクションやレンジÏÙえのコマンド
を�	します。 ÑÚはÛÜです。

#$�のデリミタを5$します。ÑÚは、LF+EOIです。

PBX��

パソコン
GP-IB

·¸#$�

「GET」,「"*TRG"」,「67コマンド」からトリガの*+を��します。
9;は、「GET」の��をします。
「67コマンド」を��したmnは、トリガコマンドをテキストボックスに$%します。

£¤��¥のデータに'Þ<=を�うときにチェックします。 >hのデータが+.されたmnは、その�ての
データに、Qoに$%した'Þが�われます。

çè��が��したとき、その��ýþを�なう ó がÆいならチェックを¡けます。

チェックを£すとプロテクションの³�を�ないません。
チェックを¡けると「START」ボタンや「Excelから@®み
YZ」ボタンをvす}に、;に、
�のプロテクションの
³�を�ないます。
プロテクションの³�の ó がÆいmn、チェックを£
すことにより、「START」ボタンをvしてから、�%YZ
までの�²をAくすることができます。

á)
ìÚのプロテクションのÂ��の
7Bにつきましては、PBX
�の
EGIJをñòください。



Exceliのデータをファーストシーケンスのデータとして�メモリにpりrむ

ファーストシーケンスのデータとしてtり
�むためには、まず、この「First Seq」タ
ブをnoします。
このタブがnoされているときの「START」
ボタンはファーストシーケンスN	ÔÕの
æçを9ちます。

Excelからファーストシーケンスのデータとして
�に
®んだ´、そのデータを
�から�%するときにvしま
す。 スタート´、³�したループghをabすると、ß
Á½にabしします。
このボタンをvす!に、「Excelから@®みYZ」ボタン
でExcelシートkのデータを
���のメモリにQ-し
ておいてください。
æR、「Excelから@®みYZ」ボタンにより、データを

�に®んだ´は、S�でも、この「START」ボタンに
より、ファーストシーケンス�%がÊËです。
また、「ステップ�²」と「ループgh」の$%)*は、
;に、「START」によるシーケンス�%に$Tされます。
その4の��は、、「Excelから@®みYZ」ボタンをv
した�の�から)*しないでQさい。

Excelシートkのデータの�Mを³�します。

ファーストシーケンス�%でのステップ�²を$
%します。 $% !は、0.1ms～100msです。

シーケンス�%のdりfし�%ghを$%します。
1～9999の !で$%します。
9999は、dfしÆ�ghを7Bします。

Excelシートのデータの��を��します。

Excelシートkのデータを
�または
��
として
���へシーケンデータとしてり®
みをYZします。 データのり®みM�は、
IJのカーソルM�からり®みをYZし、
TUQ*RにRかってり®みます。セルが
]^になるか、または、@®データhが1,024を
Yえると@®をabします。
り®むÎ�は、1,024[で100¿Ð�です。

このM�にカーソルを�いて、「Excelから
@®みYZ」ボタンをクリックします。
Q*RにRかってデータが@み®まれ
]^になるか、1,024[に\]するまで
@み�けます。

「 Excelからの@®みYZ」ボタンにより
�のメモリ
^_にデータのり®みを�bすると、このテキストボ
ックスにÌÍにり®んだステップhがßÁ½にýþ
されます。
$%できる !は、Max1,024ステップです。

Excelから@®´、
��%をONにし、さらに

��%�を³�することができます。

シーケンス�%を�`します。

シーケンス�%ab�、
�の�%をOFFにするmn
チェックします。

Excelkのデータを
�に®むmnの、
プログラムbcを��します。

Excelからの�へのデータprw
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Exceliのデータをノーマルシーケンスのデータとして�メモリにpりrむ

ノーマルシーケンスのデータとしてtり
�むためには、まず、この「Normal Seq」
タブをnoします。
このタブがnoされているときの「START」
ボタンはノーマルシーケンスN	ÔÕの
æçを9ちます。

Excelシートkの�²データの�Mを��
します。

Excelシートのデータの��を��します。

Excelシートkのデータを
�または
��
として
���へシーケンデータとしてり®
みをYZします。 データのり®みM�は、
IJのカーソルM�からり®みをYZし、
TUQ*RにRかってり®みます。セルが
]^になるか、または、@®データhが256を
Yえると@®をabします。

�/
�データのì�はステップ�²の
データを$%し、さらにそのì�には、eÀ
データを$%しておく ó があります。
(QÚのíをñò)
り®むÎ�は、256[で45¿Ð�です。

Excelから@®´、
��%をONにし、さらに

��%�を³�することができます。

Excelkのデータを
�に®むmnの、
プログラムbcを��します。

Excelからノーマルシーケンスのデータとして
�に
®んだ´、そのデータを
�から�%するときにvしま
す。 スタート´、³�したループghをabすると、ß
Á½にabしします。
このボタンをvす!に、「Excelから@®みYZ」ボタン
でExcelシートkのデータを
���のメモリにQ-し
ておいてください。
æR、「Excelから@®みYZ」ボタンにより、データを

�に®んだ´は、S�でも、この「START」ボタンに
より、ノーマルシーケンス�%がÊËです。
また、「ループgh」の$%)*は、;に、「START」に
よるシーケンス�%に$Tされます。
その4の��は、、「Excelから@®みYZ」ボタンをv
した�の�から)*しないでQさい。

Excelシートkの
�/
�データの�Mを³�します。

シーケンス�%のdりfし�%ghを$%します。
1～9999の !で$%します。
9999は、dfしÆ�ghを7Bします。

「 Excelからの@®みYZ」ボタンにより
�のメモリ
^_にデータのり®みを�bすると、このテキストボ
ックスにÌÍにり®んだステップhがßÁ½にýþ
されます。
$%できる !は、Max256ステップです。

シーケンス�%を�`します。

シーケンス�%ab�、
�の�%をOFFにするmn
チェックします。

このM�にカーソルを�いて、「Excelから
@®みYZ」ボタンをクリックします。
Q*RにRかってデータが@み®まれ
]^になるか、256[に\]すると、@®
みをabします。

Excelからの�へのデータprw

この�には、 ず ÂステップのÃÄ�²を$%し
ます。
NOのセルには、 ず $%が ó ですが、２[jg
のセルは�て$%する ó はありません。
]^のセルは、j!のセルの�がßÁ½にh<
されます。
jÚのÌÍのステップ�²は、
「0.5」「0.5」「0.8」「0.8」「0.8」「1.1」「1.1」...
となります。
�²の�Mは、koÚで��します。

この�には、ÂステップのeÀ*+を$%します。
「0」は、ステップeÀを7Bし、
「１」は、ランプeÀを7Bします。
NOセルが]^のmnは、ステップeÀとみなさ
れますが、２[�jgのセルの]^は、j!のセ
ルの�がh<されます。
íえばjÚのÌÍのeÀは、
「ステップ」「ステップ」「ステップ」「ランプ」「ランプ」...
となります。
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